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２月１１日、二重加盟をしていた姥直樹さんは、御用組合であるサービック

労組を脱退し、ＪＳ労の組合員であることを公表しました。

姥さんは、職場でハラスメントに悩まされ、ＪＳ労に相談しました。そして、Ｊ

Ｓ労の役員が加害者を注意、加害者は謝罪しました。

しかし、サービック労組役員が姥さんを待ち伏せし付きまとい、監禁し、「Ｊ

Ｓ労組合員と分かれば解雇される」などと追及がされました。そして、姥さん

はサービック労組に「抗議書」を郵送しましたが、受け取りを拒否したのです。

姥さんは、これではいけないとして、サービック労組を脱退する決意を固め

ました。

私たち新幹線関西地本は、姥さんの勇気と決意を歓迎し
う ば

ます！共に闘い、職場の問題を一緒に改善しよう！


